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1.祖母 につ いて

―
    (1994.8) 

一

私は,早 く実母 を亡 くし,祖母に育てられた。

祖母 松井キヨ

祖母,松井キヨは,明治元年 (1868年 ),山本五郎右衛門家の長女 として誕

生 した。

二世松井源内に嫁いだのは,明治 28年 (1895年)である。

祖父,源内は,そ の墓標に,

少壮立志,赴北海道寿都,営商業 ,

日夜奮励,遂興家産焉。

とある。

成功者 として,郷里の名門から嫁 をもらったのである。

祖父の亡 くなったのは,大正 2年 (1912年 )であるか ら,祖母 は,祖父 と 17



1.祖母について  3

年間,寿都で暮 したのである。

この間,墓標によれば

君平生場心公共事業,最有衆望 ,

明治三十五年為寿都町長 ,

同三十七年為北海道選出衆議院議員。

とある。祖母の華やかな時代である。

祖父につれ られて ,東京ではじめて電燈 を見た,段々あかる くなる,指 さし

て,あ あっというと,祖父が,シーッと。

祖父は,56歳で急逝 した。

その時の祖母の話,本当に悲 しい時は,涙が出ないものである, と。

店が火事 にあったこともあ り,祖母 は,一切を整理 して,佐渡 に引き上げた。

祖母の この時の整理は,あ っさりと,あ きらめのよい,や り方だったようで ,

後年,父が,旭川の駅前の土地 を持っていたそうで,今 まで残 していたら, と

残念がっていたものである。

寿都町全景 (昭和 15,6年頃)



ここに 1枚の古い絵葉書がある。 日召不日15, 6イ再頃 C)も 6Dか と′思う。 プたか ら牙ム

あての,北海道からである。

「義父が 10万円もかけた という島牧 の土地 を,わ ずか 1,600円 で売 った」

と書いてある。

島牧 というのは寿都町の隣 りの村。祖父が岩を切 り開いて船着場を作った ,

辺部な所で売れなかった らしい。当時,私の 1カ 月の仕送 りは 50円であった ,
1,600円 かな りである, しか し 10万円 とはすごいなと思った。

子供の頃,土蔵に北海道の頃の古い大福帳が一杯あった。渡辺の伯父は花火

師で, この大福帳の日本紙が花火製作 に必要なのである。伯父は,毎年,そ れ

を買い上 げて くれた,そ れが祖母の小遣 となった。

祖父母 には子供はなか った。山本半右衛門家の長女 ヒサを大正 7年 (1918

年)に養女 としてむかえ,吉岡高野家の二男寅二郎をむかえ,そ の婿 とした。

その長男の私が生まれたのは大正 9年 (1920年 )である。

なお,父 は昭和 15年に源内と改名 した。三世である。



2.父 の功績

父は,昭和 60年 4月 16日 ,真野町名誉町民に推挙 された。

その時の,功績調書 を次に載せる。



う
一

昭
和
十
三
年
六
月
二
十
日
　
　
　
　
　
新
潟
原
真
野
村
議
会
議
員
当
還
就
任

昭
和
十
七
年
六
月
十
九
日
　
　

　

　

新
潟
県
真
野
村
議
会
議
員
任
期
満
了

昭
和
十
七
年
六
月
二
十
日
　
　

　
　

新
潟
県
真
野
村
議
会
議
員
当
選
就
任

昭
和
二
十
二
年
二
月
二
十
日

　

　

　

新
潟
県
真
野
村
議
会
議
員
辞
職

（
県
議
会
霞
員
立
候
補

の
た
め
）

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
日
　

　

　

新
潟
県
議
会
議
員
当
選
就
任

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
九
日

　

　

新
澤
県
議
会
議
員
任
期
満
了

昭
和
二
十
二
年
七
月
二
日
～

昭
和
二
十
四
年
六
月
二
十
四
．日

　

新
潟
県
・議
会
農
林
委
員
会
副
委
員
長

昭
和
二
十
四
年
六
月
二
十
四
日
～

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
九
日

新
潟
県
議
会
土
木
常
任
委
員
会
委
員
長

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
日
　
　
　
　
新
潟
県
議
会
議
員
当
選
就
任

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
九
日
　
　
　
　
新
潟
県
議
会
議
員
任
・期
満
了

昭
和
二
十
六
年
二
月
二
十
二

日
～
昭
和
二
十
七
年
二
月
二
日

　

新
潟
県
議
会
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長

昭
和
三
十
四
年
四
月
二
十
日
　
　
　
　
新
潟
県
議
会
議
員
当
通
就
任

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
九
日
　
　
　
新
潟
県
議
会
議
員
任
期
満
了

昭
和
三
十
六
年
七
月
七
日
～

昭
和
三
十
七
年
七
月
十

一
日

監
　
査
　
委
　
員

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
日
　
　
　
　
新
潟
県
議
会
議
員
当
選
就
任

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
九
日
　
　
　
新
潟
県
議
会
議
員
任
期
満
了

昭
和
三
十
八
年
二
月
十
四
日
～

昭
和
三
十
九
年
八
月
七
日

新
潟
県
議
会
社
会
土
木
常
任
委
員
会
委
員
長
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松ら

功
　
　
　
績

書

い
　
　
　
げ
ん
　
　
な
い

井
　
　
源

　
　
内

（満

八
十
九
才
）

右
は
、
明
治
二

十
八
年
八
月

に
生
れ
、
昭
和
五
年
真
野
村
議
会
議
員

に
当
選
、
以
来
村
議
会
議
員
十
六
年

九
ケ
月
、
新
潟
県
議
会
議
員
十
六
年
合
計
三
十
二
年
九
ケ
月
の
永

き
に
亘
り
地
方
自
治

の
振
興
発
展

に
貢
献

し
た
功
績
は
該

に
顕
著

で
あ
る
。

県
議
在
職
中
は
、
農
林
委
員
会
副
委
員
長
、
土
木
常
任
委
員
会
委
員
長
、
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、
監

査
委
員
、
社
会
土
木

委
員
会
委
員
長
等

の
要
職

を
歴
任

し
、
県
政
発
展

に
尽

し
た
功
労
は
大
き
い
。

ま
た
、
真
野
町
都
市
計
画
事
業
、
真
野
漁
港
改
修
事
業
、
新
町
海
岸
保
全
事
業
、
大
立
漁
港
改
修
事
業
、

西
三
川
漁
港
海
岸
保
全
事
業
、
経
塚
山
線
林
道
事
業
等
今
日
に
至
る
大
事
業

の
基
礎
作

り
に
尽
さ
れ
た
功
績

は
多
大
で
あ
る
。

こ
う

し
た
功
績

に
よ

つ
て
、
昭
和
四
十
年
新
潟
県
知
事
表
彰

、
同
年
監
綬
褒
軍
、
昭
和
四
十
二
年
勲
四
等

瑞
宝
章

を
受
賞

し
た
。

昭
和
三
年
六
月
二
十
日
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
真
野
村
議
会
議
員
当
遠
就
任

昭
和
九
年
六
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
真
野
村
議
会
議
員
任
期
満
了

昭
和
九
年
六
月
二
十
日
　
　
　
　
　
新
潟
県
真
野
村
議
会
議
員
当
選
就
任

昭
和
十
三
年
六
月
十
九
日
　
　
　
　

新
潟
県
真
野
村
議
会
康
員
任
期
満
了
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4。 アメリカにおける木造の継手とイ士口展

ポリテクカレッジ千葉 住居環境科 手塚  升

1992年 10月 に,銀座ポケットパークにて開催 された「木造に学ぶ」展では,

多 くの方々か らさまざまな意見 をいただいた。そのなかに海外での展示会の開

催および展示会の常設化の希望があった。前者 は,こ こで報告するニューヨー

ク,シ カゴでの展示会 として,建築家 坂 茂氏の企画により実現 され,後者
は江戸東京博物館 において徐々に形づけられようとしている。

今回の展示 は,前述の「木造 に学ぶ」展 と下記の点で異なっている。

① 吟味 した材料による継手・仕回の展示

② 展示パネルを「木造の継手 と仕口」の本の内容にそった ものとしたこと

③ 新 しい展示品 として,本で説明 したディテール とは異なる二方差,三方

差 と完成 された 2枚ほぞの住吉案および本で紹介されていない四方差,骨

組の模型 を加えたこと

④  「継手 と仕回の工作」のビデオを英語版 とし放映 したこと

①  については,住吉氏 より早稲田大学に納めた模型は学生が手で触れ られ
て学ぶことを期待 したために機種にこだわ らないで作成 した ものであり,展示

品はヒノキで新たに作 りなお した ものとしたい との希望が以前からあったこと

による。ポケットパークの展示においても,模型はどのような材料からできて

いるのか という質問もあり,住吉氏 もこれが心にひっかかっていたためと思わ

れる。 また縁側の桁の既存の模型は,ベ イマツを丸太に仕上げた ものを桁 とし

て用いていたが,実際の建物 には杉のみがき丸太 を使用 しているので,新たに

後者の材料 を用いて作成 しなおしていただいた。以下の③でふれる継手・ 仕口

を除き,新たに作成 された継手 は 15体,仕 回は 2体である。早稲田大学所有
の大半の模型 を展示 し,こ れにより継手・仕□の加工 を説明 し,今回新たに作



4.アメリカにおける木造の継手と仕口展  13

成 された ものにより完成状態を示す こととした。

②  については,展示された継手 。仕口と直結する説明を英語訳の本の中か

ら抜粋 し,20枚のパネルにまとめ展示 した。

③  については,説明用のパネルが間に合わなかった。種々の継手・ 仕口を

もりこんだ骨組の模型には,それぞれ に番号をつけ,対応する別に展示 された

継手・ 仕口にも同じ番号をつけることで関連づけた。

④  銀座ポケ ッ トパークでは,「模型 の組立」 と「継手・ 仕回の加工」の 2

本 を放映 したが,今回後者のみ英訳 した。 これは 1989年 クレム ソン大学で木

造の継手の講演をした時,学生に継手の加工方法の質問を受けたが,そ の答 と

もなっている。

●ニューヨークでの展示会●

ニューヨークのアーキテクチユラル リーグ
*に て,展不会 は 1994年 6月 24

日か ら同年 9月 13日 まで開催 された。会場は高層建築のたち並ぶ中にあ り,

われわれが宿泊 したザ・ ニューヨーク・ パレスと隣 り合 う,マ ッキン・ ミッド・

ホフイ ト設計の歴史的に価値の高いマ ンション建築の 1階で,通 りをへだてて

セン トパ トリック教会
*・があった。アーキテクチュラル リーグには二つのギャ

ラ リーが隣 り合ってお り,「関西国際空港旅客ター ミナルビル」の構造設計で

知 られる故 ピーター・ ライス氏の作品展 と我々の展示会が同時に開催 された。

準備期間が少なかったため,展示台,パネル (いずれ も坂 茂氏デザイン)と

模型 は,同行 していただいた 0.R_S事務所の方々の協力 により手荷物扱 いで

ニ ュー ヨークに運 び込んだ。展示室 は,2面に窓があ り,1面に大 きな鏡があ

ったため,パネルおよび模型の配置に苦労 した。展示品 とは別に 2枚ほぞの住

吉案 と大阪城大手門の控柱の継手の模型 を別のテーブルにセットし, これ らの

アーキテクチュラル リーグ :著名な建築家, 美術家が理事 となり運営されている財同で ,

展覧会,講演会を開催 している。
セン トパ トリック教会 :ニ ューコークで も有名な教会で,故 JFケ 不ディ元大統領の葬
儀にも用いられた。
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5番街

会場前の教室

会 場

会場入口

み,手でふれ られる模型 とし,わ きに「木造の継手 と仕口」の英訳本 を用意 した。

展示会場で行われたオープニング・ レセプションでは,住吉氏が杉のみがき

丸太で作 られた縁側の桁の仕口を組み立てられた。手が込んでいて,加工 も組

立 も複雑なので,会場の人々は不思議そうにながめてお り,完成時にはいっせ

いに拍手がお こった。 しか し観客が どの程度理解 され,感心されたのか疑間な

点が心残 りである。本来 この模型は,実際の建物 とどう対応 し,どのような観

辣:踪了|
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会 場

点から組み立てられているのかを説明したうえでなければ,加工・組立の複雑

さも理解 しに くいと思われ る。江戸博 には,現在 この模型 よりも本格的なもの

が住吉氏 により作成され展示 されているが, ここでも職人 らしき人から,筆者

織

Ｆ
議
‥
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はじかに資料不足を指摘 されたことがある。松井先生は,住吉氏のような老練

な大工が実際にアメリカに来て組み立てて くれるだけで十分であると話 されて

いたが,い ささか残念な気がする。

多少不満が残 るものの,こ の展示会 は好評で当初の会期 (6月 24日 か ら 7

月 30日 まで)が 1カ 月以上延期 され,さ らにシカゴでの展示会へ と発展 して

いった。 また会場で販売 された英訳本 もたちまち売 り切れ,追加注文が くるほ

どであった。

回バー トソン氏と住吉さん

仕日の実演

一
１

一魃
３
・・・・

膵

ヽ
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21 l Eas1 46tll Strcet

New York,NY 10017‐ 2989

Tel:(212)750-9000

Fax:(212)750-9002

打上げパーティー

6.28

銀座 新富ずし

LERA
hslie E, Robenson Asseiates
Consulting Structurol Engineen

Williarn J. Faschan

Leslie E. Robertson
Say-Teen See

Richard Zottola
04 ,JuIy 1-9 9 4

Prof . cengo Mat.sul.
4-5-10 Kami-ohsaki
shinagavra-ku
Tokyo 141
JAPAN

Dear Prof. Matsui:

It. was a greaE. deliqht. t.o see you in New york and t.o be privileged to
aEt.end t.he opening of your fascinaL.ing and informat.ive showing of t.he
wood joint.s as const.ruct.ed by Sumiyoshi Torashichi.

In Ehe UniLed States. ic is likely that few will- understand the
enormity of your contribut.ion to Ehe preservation of a st.andard in
craft.smanship t.hat. may never again be equaled by morLal Man. These
E.hings are so precious and so fragile...the need Eo preserve t.hem has
never been more fundamental.
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Now, in a few days Eime, every person in our firm will aEEend aprivaLe showing of t.his exhibit.. On Lhis occasion, r hope only E.hatiE wilf be possible for me to comrnunicate t.o t.he men and t.he women ofour company t.he essence of t.he importance of your efforts.
IE. is noE. possible for me t.o express properly my appreciat.ion for t.hegifc of a Sumiyoshi double cenon joint. The work and your book resLsproudly above my desk, wrapped in a purple-fading-Eo-white silk scarf
Uo prot.ect. E.he wood from discoloration due Eo sun and dusE.. Bot.h E.he
auEographed book and L.he joint. are cherished possessions.

If it. is possible for you t.o communicat.e my appreciation to
Sumiyoshi-sama, I would be very appreciat.ive.

Best. personal regards,
LESLIE E. ROBERTSON ASSOCIATES

I″ 鰤 蟷

―

Leslie E. Robertson
STS′  KEH

′
ヽ
°

′

イ°

1    0
4

0'

l:

ヽ
いヽ

R｀

4
人
′

Paul A. Asp, Elnirre A. Cutelluro, John D. I lol lyrlay, W. John t\rgh, Dnrricl A. Scsil, Monio V. Svojsik

SI

1994年  7月 411

松井先生

この度 、ニューヨ‐―クで先生にお逢いでき、更にイl:吉寅七氏が製作された継手 と仕「 lを 見せるというあなたの

魅力的かつ有益な展覧会のオープニ ングパーティーに参加する機会を得 られて とてもうれ しく思っています。

今の人間には 2度 とI,現することができない規範化された職人芸の保存というとほうもないあなたのJl献 は、

アメリカではなかなか理解 されないようです 。それはとで十)尊 く.ま た、はかな く、その1'の必要性 :■ど1■要

なことは他にないのに・ ・・ 。

ところで私達の会社の社員はこの数 日中に皆 この展覧会に行 くでしょう。この機会にできれば私の会社のスタ

ッフ皆にあなたの功績の軍要性だけでも伝スられればと思っています。

「二枚ほぞの住古案」をいただ いた事に対する私の感謝の気持ちを過確に言葉に表す ことができません。

その作品とあなたの本が 、直射「l光やほこりで変色 しないように紫 と自のぼか しのシルクのスカーフに包んで

私の机の liに誇らし気に置いてあ ります。サィ ンをしていただいた本 と仕「 1は両方 とも私の大切なul定 です 。

もしできれば、住吉氏にも私の心か らの感謝の気持ちをお伝えいただ ければと思 います。

(心か ら'山:し く)

l´ ESI´ II〕 I.1.Iマ OBERl｀ SON ASSO(〕 IA 「́ ES

I´ cslic E.Iく obcrtsOn
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l*slie E, Robertson Associtlcs

2 1 l En31 46t1l Strcct

Ncw YOrk,NY 10017‐ 2989

Tel:(212)750-9000

Fax:(212)750-9002
Consulting Structural Engincere

Williarn J. Faschnn

Lcslic E. Robertson
Saw-1 cen See

Riclard Zoltola

25 July ■994

Prof.  Cengo MatBui
4-5-10 Kam■ ―ohsak■
Sh■nagawa― ku
Tokyo 141
JAPAN

Dear Prof . Mat.sr-ri:

I come with very good newsl Two friends who stand as giants.in their
own professions, wil-l be in Japan in laEe October. BoLh will be
presented with a Praemium Imperiale Award on or abouL 28 October and
bot.h have expressed an inLeresL in visiLing waseda University wit.h
the goal of seeing and Eouching t.he wonderfuf works documenEed by you
and crafLed by Torashichi Sumiyoshi.

The Lwo men are Charles Correa, Lhe eminent architecL from Bombay,
and Richard Serra, Lhe equalfy-eminenL sculpEor from E.he UniEed
SEaLes.

rn ant.icipation of their visiE, r will send Lo each a copy of Ehe
English-Ianguage version of your book.

This opporEuni,ty t.o brinq together these two men in Lhe midsL of Ehe
grand craftsmanship of Japan cannoE help but bring abouE
repercussions in t.his wiltsing world of ours. I can hope only that
both you and Sumiyoshi-sama and t.hese cherished works will be able to
be 1n Tokyo for this importanE occasion.

As the daue of their visit comes closer, we will again wriEe to you.

Best personal regards,
LESLIE E. ROBERTSON ASSOCIATES

LERA

/″又′κ石
Lesl■ e E. Robertson
STS, KEH
cc:  Charles Correa

R■ chard Serra

Paul A. As|, tilair rc A Crrstct lruo, Jolrn D I lol tvrlny' w lol ur l\rgh' Darricl A' Scsil 
' 

i\lorrica v Sv'rjsik
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1994年  7月 25「1

松井先′L

とても良いニユースがあります 1友人が2人、彼らの専門分野の功績を認められて 10月 の終わりに日本に行
きます。2人は共に「高松宮殿下記念lL界文化賞」を 10月 28日 前後に授賞します。そして 2人は共に、住
吉寅七氏が製作し、あなたが素晴らしい形でまとめられた継手や仕回の作品を見て、触れる為、早稲田大学を
訪れたいと中しています。

この二人とは、ポンベイの著名な建築家であるチャールズ・コレアさんとアメリカで著名な彫刻家のリチャー
ド・セラさんです。

彼らの訪11を見越して、あなたの本の英群;版を2人に送っておきます。
その素哺らしい日本の職人芸の 1上界を彼ら2人に見せつけることは、この失望ばかりの我々の障の中に何らか
の良い影青をもたらすかもしれません。この戦要な機会に、あなたと住吉さんが御一緒に東京にいらして、そ
の素哺らしい作品を見せていただければと思います。

彼らが訪HするIIが近かずきましたら、またお手紙を差し上げます。
(心から'1宅しく)

I´ ESt′ IE I].R()131:R′
「 30N ASS()(〕 IATES

teSlic E.1く ObertsOn

●シカゴでの展示会●

展不会 はニユーヨークでのそれをその まま移動する形で,グラハム・ ファン

デイション*に て 1994年 12月 5日 か ら翌年 1月 15日 まで開催された。会場 **

は,ミ シガン湖に近い閑静な歴史的に価値の高いマンション建築群の中にあ り,

展示室 として 2階の 2室が与えられた。ニューヨークのそれに比較するとやや

広 く,狭い部屋には 1面,広い部屋には 2面に窓があった。
われわれが会場についた時には,展示台,パネルおよび模型がすでに到着 し

ていたが,こ れらはダンボール箱に入ったまま山積み状態 となっていた。 日程

の都合上,2日弱でそれ らをセットしなければならなかった。

グラハム・ ファンデイション :建築およびそれに関連する芸術 に関 して助成 している財
団で展示会,講演会 も開催 している。
会場 (マ ドレナーハ ウス):建築家 R.E.シ ュ ミットの設計 によ り,1901年か ら 1902年
にかけて建てられ,現在市のランドマークとして歴史的建築物 に指定されている。グラ
ハム・ ファンデイションの本拠 として用いられそのインテ リアおよび彫刻などは,建築
の密度をこえている。
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EXoUISITE RANGE OF FU LL― AND

りAPANESE｀ ″OOD 101NTS DR. G口 NG0

MATSul,PROFESSOR EMERITuS AT

WASEDA υNIVERSITY. lAPA N.AND DR.

CHIBA POLYTECHNIC COLLEGE.り APA N.

′0'N TS ′N CLASS′ CAL ブハPA NESE

CONTINUE THRC)UGH jAN∪ A RY 15 AND

FOuNDAT:ON
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=
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会場入口 会場前の庭

階
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会場付近
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会場の建物

二階への階段

庭の木

警颯懸:

櫃 会場にて

一鰺
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住吉氏が都合でシカゴに来 られな くなったため,松井先生 と筆者が 3階のホ

ールにて,百数十人の聴衆の前で開催 日に講演することとなった。

●松井先生の講演●

先生は,坂 茂氏の通訳により,ア ングザ ンダーの設計による盈進学園東野

高校を例 にあげ,光弾性実験による構造設計 を説明された。実験において,部

材の縁 に生ずる縞から求められる応力 とその材に生じている軸力および曲げモ

ーメン トの関係を説明されたうえで建物が どのような外力に対 して設計 されて

いるかを示 された。最後 に接合法 としては,ボル トが用いられていることを述

べた。 1日木造継手 。仕回の講演会であるか ら,それらを用いた設計例 を説明で

きなかった点は,残念なことである。

ただ し,葉祥栄氏設計の小国町民体育館では,接合具が表面に表れないエポ

キシ充填 ピン接合が用いられてお り,思想的には接合部の複雑 さを,見えがか

り面に見せない旧木造継手の精神が とり入れ られた建物の構造設計 を手がけら

れていることをつけ加 えてもよかったか と思われる。

.=、    キ1‐‐‐辣ρ
l本.`:;`ど

'‐

講 演

同

．
　

一´
　

・
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●筆者の講演●

最初に日本の旧木造建築 は瓦により重 く,適正に配置 された耐震要素により,

短期にて柱軸力は引張力 を生 じないとする背景の中で継手・仕口が発展 してき

たことを述べた。次に代表的継手である「腰かけあり継 ぎ」「腰かけかま継 ぎ」

「追かけ大栓継 ぎ」「金輪継 ぎ」「尻ばさみ継 ぎ」の組立 ,曲 げ耐力および破壊

性状について説明 した。「腰かけあり継 ぎ」「腰かけかま継 ぎ」の耐力,破壊性

状に関 しては,本の引張試験から,残 りの 3タ イプの継手のそれに関 しては千

葉で行われたこみ栓のない追かけ大栓継ぎの曲げ試験により説明した。坂氏の

適切なア ドバイスにより,な んとか英語で講演することができた。

講演後の質問は,木の乾燥方法 とこのような継手 。仕 口が加工 しうるまでの

大工の修業年限についてであった。前者 に関 しては,自 然乾燥にて 2～3年ね

かせることが理想的であると答えた。また後者に関 しては,10年 と答えた。

1挙顆 騨:

本にサイン
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同

ソロモン氏からの手紙

Deceniber 2 1′  1994

Mr, Gengo Matsui
458 Mano-machi Shin-machi
Sado-gun, Niigata-ken, JAPAN

Dear Mr. Matsui:

It was a great pleasure to receive a copy of your book,
Structural Desiqn in Japanese Architecture. I send you my
sincere thanks for your kind gift.

The exhibition of wooden joints is going very well here at the
Graham Foundation. The books have nearly sol-d out and everyone
who sees the exhibit coments very favoribly.

Again, fet me express my thanks, and the appreciation of the
Graham Foundarion, for your kindness in allowing [he exhibit to
come here and for your willingness to speak at the opening.

晰

踪

・
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Dirrctor

RJS:ctk

松井様

あなたの本「 Structural Desing in Japanese Architectuに 」を受け取 り喜んでいます。

あなたの贈 り物に心からお礼申 し上げます。

木造の継ぎ手の展示会はここグラハム財団で大変うまくいっています。本はほと

んど売 り切れ、展示を見た誰もがよかったと言っています。

ここで展示会を催すことを許可 してくれたことと、快 く開催式で講演 してくれた

ことに対 して、今一度、私からのお礼と、グラハム財団からの感謝を伝えさせて

ください。

敬 具

デ ィレクター  リチ ャー ド・ ソロモン



5.流線の曲線梁

―
私にとっての構造美

―

―
 (「建築 と社会」 (日本饒 協会)1994.11)一

その構造が、力学や数学に基づいて形造られているとき、美を感

ずるのではないだろうか。流線の曲線梁も、 その一例ではないかと

11う 。

今、 ^般的に梁伏を考ぇてみる。大梁、小梁はlrl交すると考えて

よいであろう。しかし、それらが直線である必要はない。二次元流

体のポテンシャル線に小梁を、流線に大梁を配した梁伏を考えてみ

る。 ともにラプラスの式を満足する一 松井「みえる力学」(鹿島出

版)一―→1英のたわみもラプラスの式を満足する。1英のたわみから梁

伏を求めることが出来るので
｀
ある。

A■,,,●
“

3s3●
=io毎

■■

■

1.香港体育館案 (A:対角線,B:対称線)

●
●



32

2.膜実験

対角線で切りとり,1/4の 部分について
一

対角線上ではせん断力はゼロ,周辺は反力に

応じた高さとする

1.は、100m× 100mの体育館の案で、 }1が対角線、
~Fが
対称線

の断面図である。屋根は鉄骨造で
｀
流線の曲線梁、スタンド部分はR.

C.造である。

2.～ 4.で、流線の曲線梁を求め、 その模型が 5。 である。
この体育館は出来なかったが、その後、 11田の体育館 7.で

｀
流線

の曲線梁が実現した。

構造の計画が、このように力学的、数学的に求められる、そうあ

りたいと思ってtヽ る。

(ま つい げんご 構造家/甲 稲田大学名誉教授 )

||||  .|.|・ |.

III II■ |||

4.方形屋根の曲線梁 (実線:大梁,破線 :小梁)

〃

′

3.膜の等高線 (モアレ写真)

5.香港体育館の屋根の模型

r

ヽ
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7.上田の体育館の屋根 (50m× 50m)

6.同 見上げ



6.佐渡グランドホテル

―
建築構造パースペクティブ

ー

一般に,佐渡の地盤は良好である。新

潟地震でも,震源からの距離は,新潟と
ほぼ等しいのに被害はなかった。硬 くし

まった砂地盤が多いのである。ところが,

この加茂湖畔の, この敷地付近は,非常
に悪いのである。すぐ近くの鉄筋コンク

リートの宿屋は,杭 を打たなかったか,

杭が短かかったのか,すでに傾いていた。
40mの 鋼管杭を打つことにした。

建物は,は じめ鉄筋コンクリー ト造の

計画であったが,基礎のことを考え,鉄
骨造に変更した。しかし1階のピロティ

は鉄筋コンクリートとした。

鶴基礎の数を減らす目的で,長手方向は,
大きなスパンとした。24mの 3ス パン,

26mの 1ス パ ン,片 持ちは10mお よび

12.5mである。

議スバンが大きいと,垂直荷重による曲

げモーメントが大きくなる。これに対 し

The geology of Sado, off the coast of

northern Mainland Japan (Honshu) is
generally solid. Although the epicenter
oI the Niigata Earthquake was as close to
Sado as it was to Niigata, Sado was sale

thanks to its firm sandstone bases.

However, soil conditions on the site, on

the shore of Lake Kamo, are very poor.

―
 (日本建築学会 1994.8)一

ては,梁せいを大きくすることが有効で
ある。この建物では,客室部 2層分をせ
いとした, トラス梁とした。 2層分の ト

ラスは,かなり大きな開口をとることが
できる。ホテルの窓や出入日は,それほ

ど大きくないため,こ の トラスのラチス

材の間に,それらを設けることができた。

鰺外段階はトラス階段である。すなわち,

上の段板が引張 り,下の段板が圧縮で,

横から見るとトラスである。ただし,こ

の引張力と圧縮力は平面的に外れている。

これによって,踊場は,平面的な曲げと,
上画的な曲げの両方を受ける。前者に対

しては,踊場は平らな板であるから十分

抵抗できて問題はない。後者に対しては,

踊場と段板の境目に,垂直の曲げに強い

梁を入れて,こ れに抵抗させている。

松井源吾

A nearby ferroconcrete inn-already leans
probably because no pile was driven in or
because piles were too short. Therefore,
the Designer decided to use 40-meter
steel piles for this hotel.'

The original plan was to build the hotel
of ferroconcrete. But considering the
soil conditions, the plan was changed to a

20 佐渡クランドネテル



Steel framework(except for the ground_

f100r piloti).

::1饉 tll LOngitudinally,  spans are relatively

large tO lilnit the number of necessary

pileS  Spans are : three of 24 nleters

each, one of 26 meters, and 10-nleter and

12 5-nleter cantilever I)arts.
111露I The 10nger the span, the larger the

bending mOment exerted by the vertical

load. 13eanls nlust be larger tO offset this

nlornent effectively  ln this building, a

truss beanl cOnstruction prOvides twO

fl。。rS for hotel rooins  F｀ airly large
openings could be rnade in the dOuble―

layer truss formatiOn. In fact, OI)enings

could be made between the lattice nlate_

6.佐渡グランドホテル  35

rials as windows and d00rs、 ″ere relative_

ly small.

:1辣

′
I.he exterior stairways are truss stai_

rs. In each, the upper fligllt Of stairs is a

tensile elentent and the l()Ⅵ ′er part is a

COmpression element  iBut these two
elenlents are nOt On the sarne plane.

In SuCh a StruCture, the landing iS SubieCt

tO both hOrizOntal and vertical 、varping
forces.  Against the fOrnler,  the level

area is strong enough alld presents nO

problem. Against the latter, hO、 vever,
there has tO be a beanl bet、 、ァeen the
landing and the flight oF stairs

Gengo Matsui



7。 20年程前の設計実現

内丼事務所と私の設計の立正大学熊谷

校舎の体育館が、この 3月 に竣工した。

その屋根は、直交二方向に梁群を配置、

その梁成は、曲げの大きさに応じた成と

なつている。所謂、等強梁の集りである。

20年程前、内丼さんとモスクワ見本市日

本館を、この梁群で設計したが、建たな

かった。私は、それを本に書いて満足し

ていたのであるが、思いがけす実現し、

大変うれしく思った、と同様に、内井事

務所の執念を感じた、のである。

―
 (建築画報 1994.8 内井事務所作品集)一

立正大学熊谷校舎体育館



8。 構造のすすめ

早稲田大学名誉教授 。当社顧間

―
 (松尾工務店社報 平成 6年 9月 )一

私は 47年勤めました,早稲田大学 を定年退職 し,昨年,松尾工務店の顧問

に就任いた しました。何分 ,よ ろしくおねがい申し上げます。

私は, この間ずっと「構造」を専門 としてきました。構造 とは,建物 を,重

力・地震・風圧に対 して安全に保つ学問で,建築学の中で も重要な部門だ と思

うのです。

しか し,世間では,そ の割に重要視 して くれません。例 えば昨年竣工 しまし

て,話題 となりました,「東京都江戸東京博物館」,

デザイナーは菊竹清訓氏 と,多 くの方はご存 じですが,構造設計者が私 とい

うことはほ とんどご存 じない。損な仕事だな,と 思うのです。

それで大学を退職する際,退職金 と募金 とで,「松井源吾賞」を設けました。

そういう意味でめぐまれ ない,構造設計者 に,光 をあてたい と考 えたか らで

す。

構造 は,そ れを専門にする方々だけの問題ではな く,建築 にかかわるすべて

の人々に重要な問題なのです。随分昔の話 になりますが,あ る体育館の屋根が

工事中に落 ちて問題になった ことがあ ります。原因は,構造計算の間違いだっ

たのです。 しかし鉄骨量 というものはスパ ンがきまると,大体 きまるもので ,

上手,下手がそんなに違 うものではない。 この建物は通常の三分の一の鉄骨量

だったのです。見積 りをした人が変だな と気がつ くはずです。

それか ら,あ まりにも細 い鉄骨で, とび職がこれを見て,落ちるといって下

に入 らない というのに,屋根仕上げを始めたら,落ちたのです。

見積 りの人 も,現場主任 も,「構造」に無関心,無知識だった というべ きで

しょう。
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計算上の細かいことは,専門の人にまかせるとしても,そ の概要を知ること

は必要で,重要なことだ と思います。

東京都江戸東京博物館 (工事中)



9.私 の歓迎会

―
 (94.11.23 新町 ご しま)一

佐渡に帰って来た ことで,知人が歓迎会を開いて くれた。
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10。 光弾性 につ いて

―
中埜君の質問 (Q)と 私の回答 (A)一

―
    (95.1)一

〔〕 
「見える力学」 p.5の説明でどうしてもF_0.(フ リンジオーダー)

｀こ′ が,上下の端で 4.5と なるのがわか らないのです (特に,暗視野,明

視野 ともに中央が どこで, どうして突然 0.5な どというはんぱな数字がでてき

たのかわか りません )

▲ 曲げでは中央 は応カゼロです。上の「暗視野」で,中央の黒縞がゼロ,
」
・
■・ 上下に 1,2,・…とよんでい くと,4の縞の下に少 し白い所があ ります。

下の「明視野」では暗視野 と白黒反対です。すなわち中央のゼロは白い所です。

黒い縞は暗視野 と 0_5のずれがあります。明視野の上下端 は黒 い縞です。すな

わち上下端は 4.5です。

荷重が 18.O kgと あ りますが, どうやって 18 kgと 定められ,ど こが

支点 と荷重の間隔の 2.5cmな のでしょうか ?

荷重 も支点 も全 く任意です。それ らを決めると曲げが計算できます。

IFOを_1=_でだ していますが  これは,模型 に対 す る応力であっ

て,実際には係数倍すると思 うのですが,そ の方法 は ?

輪 :模型の応力 ,ふ/ノ :模型の縮尺,ん/′ :模型の厚 さの縮尺,P/2":

実物 と模型の荷重比 とすると,実物の応力は

_  _   み,,     あ″    P°=σ″ ′ ・
~可~・ ~TT~で

ある。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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Q
この実験は,果たして,次のような装置で,できるでしょうか ?

水銀燈 ―一> 試験体  ―→偏光 フィルターー→カメラ
(エ ポキシ樹脂 )

▲ 光弾性は偏光 と応力 との関係を応用 した ものですから,光は偏光でな
▲  ければなりません。 したがって,試験片 (透明な弾性体)の前後に偏

光子が必要です。

私の『スラブのはなし』(建築技術社)の 「付録」に光弾性の簡単な説明があ

りますのでお読み下さい。 この本,本屋か らそちらに送 らせ ます。

別 の本では,「加熱 して変形 を固定化する」 と書いてあ りますが,そ

の必要はあるのですか ?

▲ 加熱,変形,固定化,は 3次元光弾性です。元来,光弾性は板の応力
μ■人 ユ  で,2次元的なものですが,3次元の応力をみるには,加熱,変形 し

て,応力 を凍結,こ れを薄板 にスライスして,2次元でみる。すなわち各断面
の応力を別々にみる,方法です。私 も,経験があ りますが,こ の二次元光弾性

は面倒でかつ,不正確です。

この実験は,本当に手軽にできて僕たちが,コ ンピューターをつかう

まえの応力集中をチェックする実験方法 として,安価でかつ安易な方

法 と考えてよいのでしょうか ?

の で ,

ん。

私 も, もっと利用されてよい方法だ と思 うのですが,少々面倒のため

で しょうか,早稲田をやめる時,光弾性装置,廃棄処分にするという

もらいうけ,今,ORS事 務所においてあ りますが, まだ使 っていませ

ヽ

当

ｒ
ｋ

ヽ
名

ｒ
し
、

A



11。 わが家の構造計算

―
    (95.3)―

神戸地震では,木造の建物が倒壊 して,多 くの死者を出した。心配 になって ,

わが家の構造計算 をしてみた。

短辺方向は,柱だけが抵抗するとして,柱頭固定,柱脚 ピンとす る。

長辺方向は,壁の中の貫が抵抗するものとした。

重量 屋根  瓦   70 kg/m2

母屋  10

彰e  loo

天丼    30   .210 kg/rn2

2階  タタ ミ 35

床梁  20

L.L.  60   115 kg/1n2

壁  40 kg/m2

屋菫本艮 0_21× 12.5× 18=47_3t

2階  0.115(3.6× 12.5+4.6× 4.6)=7.6t

壁   0.04× (4× 24_2+2× 15)=5.lt 60 t

せん断力係数を 0.2と する。

全せん断力は 0=60t× 0.2=12.Ot

●短辺方向 (― )

大黒柱の横力分布係数を 5と し,他の柱は 1と すると,

ΣI)=26  9=12.0/26=0_46t
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大黒柱 (23× 27 cm)

И =23× 27=620 cm2 z=23× 272/6=2,800 cm3

P==0.21× 3_6× 6=‐ 4.5t ′イ=0.46× 5× 1.8=4.14t・ rn

σ=4,500/600+4414× 10S/2,800=155 kg/crl12

断面の 1/4の 欠損があるとすると,

σ
′
=155× 4/3=207 kg/cm2<220 kg/cm2(ケ ヤキ )

他の柱  (15× 15 cm)

4=152=225  Z=153/6=562

P==0_21× 1.8× 3.6+0.115× 0.9× 3.6三二1.8t

′イ==0_46× 1.8==0.83t・ rn

σ=1,800/225+0.83× 105/562=156 kg/cm2

σ
′:=156× 4/3=208 kg/cin2<220

11.わ が家の構造計算  45

大黒柱
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11.わが家の構造計算  47

●長辺方向 (1)

壁の長 さの合計は,24.2mで ある。

12.Ot/24.2=0.5t/m

l.8× 1.8mの壁面を考 えると,せん断力は

0.5× 1_8=0.9t

4本貫が入っているとす る。

ル′=(0_9/4)× 0.825=0■ 86

套I(3× 15 cm)と すると Z=3× 152/6二 112.5cm3

σ=0.186× 105/112.5=165 kg/cm2<180 kg/cm2(マ ツ)

真野町には活断層が通 っていて,直下型の地震 もあり得 るわけである。その

場合は,せ ん断力係数は, この何倍かになるであろうが,木材の許容応力の安

全率は大 きいから,多分,大丈夫だ と思 う。



12.  染饉 言己

1)蛇 と泳 いだ泥んこの池

(佐渡高校同窓会報 平成 6年 (1994)8月 )

△
春,豊原校長先生か ら,佐渡高校の記念会館の設計の相談があった。先生

は真野町出身で,菊竹清訓さん設計,私が構造の「真野町役場」を御覧になっ

て,気にいられ,私達に設計をたのみたい ということである。作品を見ての依

頼 ということは,設計者 に とって大変光栄のことで,菊竹 さんも快 く引受けて

くれた。場所について,い ろいろ検討の結果,学校への登 る道のグラウンド手

前右側 に池がある,そ の付近が良いだろうということになった。

随分前の話,佐渡中学で英語を習った,熊本商大教授甲斐弦先生か らの年賀

状の端 に,「蛇 と泳いだ泥ん このプール よ」 とあ り,忘れていた音のことを思

い出した。

佐渡中学 にプールがで きたのは,吾々が四年生の時で,そ れまではグラウン

ド横の池がその代用であった。

水の澄んでいるのは春先だけで,泳 ぐようになるとたちまち泥池 となって ,

丁度 ミル ク入 りのコーヒーの色であった。ある時,筆者がひ とりで泳いでいた ,

顔をあげると前に蛇がいる,あわてて両方が逃げた。グラウンドの多勢の生徒

がこれをみて大笑い。甲斐先生 も居 られた とはしらなかった。

写真 は,筆者三年生の時,昭和 10年,泥んこの池にて。佐渡中学はこの年

はじめて新潟県の大会で優勝 したのである。写真の多 くの方々は亡 くなられた。

筆者は後列右 より二人 目である。
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昭和 10年県大会初優勝の折の記念写真

胸のマークは,図画の松本先生のデザイン。先生は水泳部のために,毎年違

ったマークをデザインしてくれた。

なつかしい池のそばに,母校の記念会館を設計させて もらう,感慨深いもの

がある。

2)大 学史紀要 よ り

●早稲田とオ リンピックについて●

早稲田大学紀要 第 26巻 大学史年表 (稿 )よ り

ブヾ ■E13・ 7

(1924)

日召禾日3 ・ 8

(1928)

第一 高等学院生高石勝男,第 8回オ リンピック (パ リ大会 )

の水泳 100メ ー トル お よび 1500メ ー トル の 自由形 で それ ぞれ

5位

第 9回オリンピック (アムステルダム大会)の三段跳で商学

部生織田幹雄優勝,専門部商科生南部忠平 4位,水泳 100メ ー

トル自由形で商学部生高石勝男 3位,水泳 800メ ー トル・ リレ

ーで第一高等学院生米山弘・専門部政治経済科生新井信男・明
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日召禾口7 ・ 8

(1932)

日召不口11・ 8

(1936)

治大学生佐田徳平・高石勝男のチーム 2位

第 10回 オ リンピック (ロ サ ンゼルス大会)の三段跳で校友

南部忠平優勝 , また走幅跳で 3位,棒高跳で理工学部生西田修

平 2位,水泳 100メ ー トル背泳で理工学部生入江稔夫 2位

第 11回オ リンピック (ベル リン大会)で,校友西田修平 ,

棒高跳に 2位,商学部生牧野正蔵,水泳 400メ ー トル自由形に

3位入賞

●大学院特別研究生について●

早稲田大学史紀要 第 26巻 大学史年表 (稿)よ り

29 7帝国大学 と 3官立大学 と私立では早慶両大学のみを対象

とする「大学院又ハ研究科 ノ特別研究生二関スル件」 (文部

省令第 74号 )公布,10月 1日 実施

10・ 1 大学院特別研究生制度発足

11・ 13「修学継続 ノ為 ノ入営延期等二関スル件」 (陸軍省令第 54

号)お よび陸軍省告示第 54号により,大学院特別研究生 と

理工学部 。第一高等学院理科・専門部工科の学生 。生徒は入

営を延期される

昭和 18(1943)

8・ 19 文部省か らの照会により,大学院特別研究生候補者 17名

を文部大臣に推薦
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相田さんのプラジル便り

ドイツ人の友人と野村さんの農場へ (94.424)

今川氏松井賞受賞パーティー

(94.6.10 :赤 t反 )
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鹿島松井研

博士のお祝い

(94 6. 16 赤1坂 )



多 摩 美 術 大 学  建 築 科 同 窓 会  '94.6.26 :麟
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(京王プラザ)

松尾工務店の会

(94.7.13 浜松町瀬戸本店)

水泳 (94.8.12 都ホテル)
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いとこ会

鮎の石焼き

(94.8.13

佐渡羽茂川 )
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・   .:
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叔父と

母の兄弟の雑誌をみる

(94.9.4 山本修巳家)
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(94.9.24 大阪 )
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6B会 (94107 i都ホテル)

山本園子さん結婚披露宴

(94.10.23 京王プラザ)



浅沼組志木マンション現場 (94■α 24)
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メガス トラクチュアの研究会

(9410.28 早稲田大学理工学部)

昭夫還暦祝い (94.lQ 30 丸山家)
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長谷寺

(94.11.12 佐渡畑野)
写真 山本修巳氏
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真野町役場

相田夫妻と

(94.11.17 都月ヽテリレ)

清水建設松井会忘年会 (9411.19 佐渡)

中学武道館

| |■■・ ■01熙 il

‐  
‐ ‐
|■・ 1ド
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わが家

宴会 (両津)

:z::`%|′   ■■●
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紅葉見物 (11.20)

菊竹事務所にて 佐渡高校記念館の設計 (94■ 1.28)

竹中松井会忘年会

(94. 12. 14 銀座)
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交番の現場 (94.12.16)

6B会
(95.1.12 都ホテリレ)

久留米市庁舎竣工式

(95.1.14)

S゛



明治神宮 (95.1.15)

13.最近のアルバム  65

佐渡中学クラス会 (95.1.22 新宿さがみ)

大成松井会 (95.2.3

新宿センタービル レダ)

いとこ会

(督奇刃民‐ 95.2 12)

●  ~



66

法事,6B会
(95.2.19)

叔母―周忌 (95.3.5)



14。 神戸の地震 につ いて

―
    (95.2.9)一

●活断層

「日本の活断層 (東大出版 )」 とい う本,大変売れて品切れになった由。神

戸地震が,活断層による直下型だったからである。

この本によれば,

「約 200万年前から現在 までの間に,動いた とみなされる断層」を「活断層」

としている。

「日本の活断層はすべて,平常 は動かないが,き わめてまれに活動 して地震

をおこす “地震性の活断層''で ある。」

この本によれば,日本列島, どこも活断層だらけである。わが佐渡の真野町

も,活断層が通 っている。

「活断層が分布 していない地域では,直下に震源をもつ大 きな被害地震は,

まずおこらない といえよう。」 と。

今,桐生文化会館を工事中であるが,桐生地域は,全 く活断層のない地域で

ある。

しかし,こ の本は

「調査が不十分であった り,被害地震でもその傷痕 を地表に残 さない例 もあ

るので,活断層が示 されていないか らといってあまり安全を過信 してはいけな

い。」 と, 書Fいている。

●建築家の責任

次の文は,十勝沖地震のす ぐあとに出版 された本の序文,内藤多仲先生の文

である。
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建築ブームというか,現在諸工業の中で一番脚光 をあびているものはと言え

ば,少な くとも建築 はその一つであると思う。大学入学志望者の率でいっても

確かに高い方の部である。 ところがその設計部門や施工部門で,こ れで良いか

といえば,少なくとも現状でははなはだ心細いといわざるを得ない。十勝沖地

震 (1968年 5月 )で,一番安全だ と思われ,ま た万人がそう信 じている鉄筋
コンクリー ト造が,相当数破壊 した ということは,設計者にもまた構造学者に

も大いに責任がある訳だと思う。

われわれ建築専門の学者からは,社会に対 して誠 に申訳ないと謝罪 しなけれ

ばならん と思う。設計 自体 また構造 自体 も欠陥があったことは認めない訳には

ゆかないと思 う。 しか しいずれか といえば,構造学者 はもっと責任 を感ずべき

だ と思 う。

地震のあと,テ レビに構造学者が次々 と出て来たが,「責任 を感 じた」 よう

には見 えなかった。

GD10,000人の夕El雪

今回地震による死者の 90%は家屋倒壊によるものだ という。

「東京 に大地震があったら,死者 は 10,000人 になるということだが,今回

の神戸の例をみると, もっとふえるのではないか。」 と。

誰が 10,000人 といったのか,そ の根拠は ?,し か し,そ うかなとも思 う。

10,000人もの人が死ぬということは,大事件である。至急,古い住宅の改修

の必要ヽがある。

福井地震 までは,木造住宅倒壊の死者が多かったのであるが,そ の後の地震 ,

東北や北海道, トタン屋根で軽かった こともあるが,は げしい地震でなかった

こともあ り,死者はほとんどなかった。建物の中にいれば安全 といわれてきた

のである。
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読売新聞 (95.2.9)に早稲田大学法学部の篠塚昭次教授の次のような文があ

った。

今回の災害では,老朽戸建て住宅がほとんど倒壊 した。なぜ改善 されていな

かったのか。建築基準法は災害のつ ど手直 しされて きたにもかかわ らず,既存

住宅への適用を義務付けていなかった。「義務」があった として も,完全実施

されたかどうかは別だが,不幸にして,そ こに倒壊の主因があったのではない

か。

聞 くところによると,消防の方では,新 しい規則で古い建物 も規制するのだ

そうである。構造の方 も,そ の必要があるのではないだろうか。人命 にかかわ

る問題である。

●構造志望

1月 27日 ,兵庫県勤務の松原清文君の案内で,依 田定和君 と神戸地震の被

害 を見た。想像以上の大きな被害である。

いかに構造が大切かがよく判って,構造志望者がふえるのではないか,と 私。

「新耐震」が出た時,面倒だか らと,構造をやめた人がいる。 さらに面倒に

なるだろうか ら,構造志望は減 るのではないか, と依田君。

福井地震で,壁の効果が再認識 された。私 もそうであるが,何人 もの人が耐

震壁 を学位論文の題 目にえらんだ, ものである。

今音の感が深い。

●高 さと被害

今度の地震では,高層は被害がな く,ま た低層の鉄筋 コンクリー トもわ りあ

い被害が少な く,多 くの小学校が避難所 となった。

中層のものの被害の多いのが目立 った。 これらの建物の固有周期が,地震の

強い波の周期 に合ったのではないか, という説明があるが,そ うであろうと思
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中間階だけ被害をうけたものがある。二次の周期が合 ったのか。神戸市役所

の旧庁舎,8階建,下か ら 5階 まで鉄骨が入っていて,6階以上が鉄筋 コンク

リー ト,6階だけが こわれた。あるいは,中間に壁の少ない階があった もの も

あろうか。

1階だけをピロティとして,車庫 としたマンションの多 くは,1階柱が折れ

ていた。私は数年前,5階建の鉄筋 コンクリー トのマンション,1階が商店の

設計,1階柱 と 2階梁に鉄骨 を入れ るよう指示 した ことがある。 1階 ピロティ

の形式のもの, このような配慮が必要であろう。

●上下動

今回の地震では上下動が強かったか ら被害が大 きいのだ と,い う人がいる。

建物 は上下の力に対 しては強いのである,こ の説は当っていない。

●コンクリー トの中の木片

こわれたコンク リー トの中か ら木片が出て来た と,いかにもそれが こわれた

原因であるかのような新聞記事があった。

本はコンクリー トより強いのである。硬さと強さは比例 しない。硬いものは

強い と思うのは間違いである。

●ガラスの割れ

大阪にある建物で,今度の地震で,大 きなガラスだけが割れ,小 さなガラス

は無事であった。

サッシにガラスはきっちりと入 るわけでな く,ガ タ (ゆ るみ)がある。地震

による建物の変形は,こ のガタによリガラスに伝わ らない。当然のことなが ら,

大 きなガラスには大 きなガタが必要である。 この建物,そ の考慮がなかった も

のであろう。
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●鉄骨柱の亀裂

声屋浜の高層住宅の鉄骨柱に

「

横 に亀裂がある。通常鉄は切れる時延びがあ

るが, この亀裂は全 く延びのないものである。

繰 り返 し応力をうけた り,応力集中の場合,鉄は, このような脆性破壊 をす

る。繰 り返 し応力は数万回の繰 り返 しで, この場合考 えられない。

この場合,鉄骨は裸である,錆があったのではないだろうか。錆 は一種のキ

ズであ り,亀裂であ り,応力集中が起 る可能性がある。随分前に,錆によりPC

鋼棒が切れたのを見た ことがあるが, この場合のように全 く延びがな く,断面

に垂直 な面で切れていた。

●震度 7

震度 7の地震は,福井地震 と今度の地震だけである。

福井地震については,「建築文化」昭和 23年 9月 号に,早稲田大学建築学部

教室調査班が書いている。

その中に,私が「せん断力係数」について書いている。

福井工専内の,渡 り廊下の防火壁 (戦災で廊下が焼 け,独立 して立 っていた。)

で「せん断力係数」を算出 し,0.5位 としている。かな りはげしい地震だった

のである。
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